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’
　　　 そ もそ 竜中國に於 け る薬 に關する 智 識 は相當

　　　　に 舊 く，傳読 に 據る と，神農氏 に よつ て 創始 さ ・

　　　 れた こ と に な つ て い る ．然 し藥の 智識が 藥學 と

　　　　して 體系化 されたの は，種 々 の 科學的研究の 結

　　　　果 ， 先秦末か ら漢初 （B．G2 ユ0年前後 の 5，60年）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 e

　　　
°
にか け て で あろ う．此の 藥學が 現在の 如 く 厂本

　 　 　 　 　 　 ら

　　　 、草學」 と呼 ばれ るよ うに なつ た の は比較的 に遲

　　　　く，皮傳 に よれ ば ， 前漢 の 成帝 （B．C32 年）め時

　　　　には じめて 見 出され る ． 「藥學」が 「本草學」 と

　　　　呼ばれ る 理 由．に就い て は ， 未 だ に 定読 と見做 さ

　　　　れ る もの が な い ．例 え ば蜀本草の 作者韓保昇 は ，

　　　　　 「藥 に は 玉石草木蟲獸 が有 る
「
に あ拘らす ， 本

　　　　 草 と云 うの は ， 諸藥の 中で 草類が最 も多い か
’

，　　　　 らで ある 」

　　　　と言 つ て 居 る ．此 の 読 は最 も通読 と されて お る

　　　　が ， 「本草」の 「本」 の 字 を こ の よ うに解釋 す

　　　 渦の は ， 些か 穩當で はない よ うに思われ る．又

　　　　我 國の 尾臺榕堂や 中尾万三 愽士 は，漢書藝文志

　　　　經 方條 の 読 明文に 「經f・X ．．本草石嫁 温 」云

　　　　ft と あ る の をそ の典據 と考 え て お られ るが ， 牽

　　　　引附倉 の 感 が あ る．私 は常識的に 見 て
， 厂本草」

　
’
　 の 「本 」 は根 本 ， 根幹 の 謂 で あ つ て ， 「草」 と

　　　　互言 した 昏 の で ，草根木皮 の 義と解 すの が ， 毒

　　　　だやか で ある と思 う．何は と もか く， 本草 の 語

　　　
L

源 に 關する 研究は後 日 た譲る と と に し，「本草」

　　　
’
な る語の もっ 内容範 圍に 就い て逑 べ よ う．此の

　　　　問題 を解決する に 嫣 先す 「藥 」の 橄念を明確

　　　　に しなけれ ばな らぬ ．神農本章の 作者で ある梁

　　．　 の 陶弘 景は ， 藥を上藥 ， 中薬｝ 下藥 の 3種 に分

　　　　け，そ の 上藥をぼ ，

　　　　　 F命 を養 うを主 ど り，

「
以 て 天 に應す．毒な し ，

　　　　　多 く服 レ，久 しく服する も人を傷 けす．身を

　　　　　輕 くし，氣 を釜 し，不老延 年 の もの 」

●

と読 明 して い る ．又實際に 瀞農本草經に 就い て

見る に ， 上藥 は何れ も日用食物叉 は それ に類す

　る もの が 大多數 を占め，中葉下藥 に 至 つ て ， 我

　々 の 今 日 で め廐念 の 藥 に
1
屬す る もの が 殆 E’A■ 部

で ある．從 つ て そ の 藥の 概念 は現 在我 々 の 意識

∵
す 黐 叙 りも・蹄 か 瞳 圍が 廣 く・ 皀防 そ

　の 藥學 は近代 的意味 に於 け る藥學 と博物學とを ．

壌 ね る もの で あ・
る．そ の 藥學が 皀卩ち本草學で あ

　る以．L．；本草學は近代的 なi嚢學 と博物學 と の 兩

面 を有 す る も の と考寒る べ き で あ る．中國の 夲

　草學は昔 よ や今 に至 る ま で ， 此 の 兩 面 を持 ち つ

　づ け て發 展 して 來た もの で幽 る．此所に注意を 、

　要 する の は，中國 の 本草 學は ， そ の博 物學的な 、

　面 に 於て も， そ の根 本意識に 於て は ， 例 えば藥

　の 眞僞鑑別新發見等の 如 く，飽 くま て 彼等の 意

義 に於 け る藥 を 目的 獨象とする學で あ つ て ， 近

杙 的 な博物學が ， 例え ば 博物の 爲の 博 物學 で あ

　り，杣物の 矯の 植物學で あろが 如き意識は なか

つ た．此 が 本草學 と博物 學との 線本的な相異點

で あ る ．　 ．　
’

　　申國で 發建した 本草學は ， 早 くか ら我 國に 轍

入 され ，特に 徳 川時代 に 於て は非常 に發逹 した，
”

そ の 本 草學は ， 例 えは稻 生茱水 ， 小野蘭山に於

て 声見 られ る が如 く， そ g）本草學胸努力は ， 飽
．

　くま で 藥を 目的 と し對象 と した もρ で ， 我 國に

蘭學が 隆盛と な り，輯くそ の 影 響を受 け る まで

’
は；鍵 せ しが 蝉 意味で の 本軽 で あつ fe・

’

　帥ち宇 剛
．
蹴 庵 等 の 靈力たよ り西洋的博物學 の

　輸入
L

と共 に ， 我國の 本草學は…次第に 博物艱へ と

移向 し，・薬學の 支配か ら肬 した．、本稿に 於て 私

　は主 と して上述せ る意味の 本草學 を概論 し ， 博 ，・

物學方面の は他 日 に 譲る t と に する．

　　然 し ±．上述 せ しカミ如・く， 本草 學は藥 を目的 と

　した もの で あ る と は言 だ ，
・藥學的 な面 と ， 博物

學的な面 の 二 面が ある．故 に便宜上藥學的 本草

《a3　？

●
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學 と博物學的本草學とに章 を分け て 論 明す る こ

と に す る．　　　　　　　　　　　　　　　
”

　　　　　　第 慕章 藥學的本草學

　 　 　 　 　 　 　 ＝　　　　　
篭

　 藥學的本草學は そ の 性質上 そ の 時 D 醫學読の

支配 を うけ ， 醫學読 と そ の 淌長 を と もに する も

の で あ る．今徳川時代 の 醫學 を概觀する に ，徳

州 前期 に 於 て は所謂後世 家が，中期 に は所謂古

　方家が ， 後期に は所謂折衷家が夫 為醫學界 を支

醇した．故 に 今は後世家 の 藥墨 ， 古方家 の 藥學 ，

折衷家 の 藥學 に 分け
゜
ご逋 べ る こ と に す る．

　　　　　　　 1．後世 家 の 藥學

　 徳川前期 に 於では ， 室 町 の 末， 田代三 喜に よ

つ て輸 入 され ， そ の 門人 曲直瀬道三 に よ つ て 大

成 された所謂金 元醫 學を遒奉 する所謂後世家の
ytt

醫學が天 下 を支配 して い た。此 の 金 元醫學は，

金元 の 閼に劉河 闇，張子 和 ，李東垣 ，朱丹溪等

に よつ て 完成された もの で ，そ の 醫読 は宋の 性

理 學の 影響を受け ， 陰傷五 行 ， 五蓮六氣を根本

理 念 と して 組 立 て られ飽 もの で ある。徳 川前期

に於て は ， 此の 金元 の 學が 行 われたので あ る が ，

之 を後世家と言 うの は ， 後述す る古方 家が漢唐

を祗逑ず る に 對 し，此 の 派は漢唐 よ りも後世 で

あ る 金元 を遒奉する か らして 後世家 と呼ばれ る ・

の で あ る．　　　　　　　　　 ’

　 此 の 後世彖 の藥學 は ， 後世 家 の 醫學 に 對應す

る もの で ある tE は看 を俟た な い 所で あ るが ，

此 所 に注意す べ きは ， 慶長 11年 （1601年）に ，

林道春が 長崎 に 於て ， 明 の 李時珍 の 「本 草綱 目」

を入手 し， 之 を駿府 に 奉 り，之が大 い に行 われ

た こ と で あ る．李時珍は金元 學派に屬 する代炎

的 な醫家で あ 琵， そ の 藥學は金元學派の 藥學で

あ る．此 の 李時珍 の 藥學は ， 本草綱 目卷 1卷 2

の 序 例に詳 記 され て い る． thtd］，序例が ， 元和

（1615年）か ら寛永
『
（1碗 8 年）に 渉 つ て ， しば し

ぱ飜刻 さ れて おる t とか ら推し て も， 之が後世
’

家 に 與 え た影響が 如何 に 大 きか つ たか を知 り得

る．皀卩ち後世家の 藥學は皆李時珍 を阻述布衍 レ

た もの と言つ て も渦 言で はな い ．後世 家の藥學

は此の 本草綱 目 の 序例に 墓 ぎ，曲直瀬道三 の 切

紙 を參考 として 見たなぢぱ ， そ の 全貌 を知 ゆ得

　ると思われ る，次 に後世家の 藥學 の
一斑 をボす

J ／

こ と に する．　　 　 　 　 ，　 　 　 　 　　
”

／ 引經報使　例え ば黄漣は 手少陰心 經に ， 升痲

　 は手陽 明大腸經 に行 く藥 とするが如 く， 十二

　經 に は それ ぞれ の 經 の み に作用 す る特別の藥 ．

　が あ る と 之 を読 き ， 補瀉濫涼 と もに ， 此 の原

　理 を利 尉 して 行 うの で あ る． t れ は金元 學派　　　　　　　　 ’
　の 重要 な原則 の 一で ある．

11 氣味陰陽　藥 に は寒，熱， 温， 涼の 氣が あ　　　 t

　 り， 甘，．辛，苦，酸，鰔の 味が あ り， 升降浮

　沈 の 相異が あ り，陰陽厚薄の 別が ある．故 に

　用藥に は ， 天地 の 氣蓮 ， 症歌 の 虚實を察 して

　そ の 藥能の 適否 を 定 む べ し と す る 用藥上 の

　原則で あ る．

1．君 騨左使 　病 に よ り，決 々 藥 に君 （主藥）
’
臣

　（副 藥）佐使 （補助藥）が あ る ，配劑の 時守 る

　 べ き原 則で あ る．、

1．相頒 ， 相使 ， 和畏 ， 相悪 ， 和反 ， 相 殺 　此は

　藥性 に よつ て 、

t 二 つ 以上の藥 を配合する時 ，

　上記 の 六 つ の 中の 何れか r つ の 關係が ある．

　例 え
’
ぼご つ の 藥が相惡み あ うもの

， たが い に　 t

　相殺 しあ うもの の 如 き で あ る．此 の 關係 を明

　確に し て 配劑すべ し と言 う配劑上 の 原則 で あ

　る．　　　　　　　　　 ．　　　　
1

　此 の 外六 陳八新 ， 七方 ， 十劑 ， 五 味宜忌 ， 五
「

味偏勝 ， 四時用藥例 ， 五 蓮六 淫用藥式 ， 等等の

如 き藥學上 の 諸原 則が あ る．そ の 詳 しい 内容は “

他 日に譲る 〜二 と に するが ， 之 を要す る に そ の 藥　　　ち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

理藥學は ， 陰陽玉 行 ， 五遐 六 氣の読 をた くみ に

配合活用した もの に 過 魯ない ．

　上 遞せ る が 如 く，後世家の 藥學ね 何れ も本草

綱 目の 藥學 の 租 述布衍 に つ とめ・見 bべ き何等

の 進歩もな く， 又 表彰す べ き著作 もなか つ た一

今張 い て その 2， 3 を爆 げる に ，

　曲直瀬玄朔 ……樂陸能毒　異 名製劑記 ．

　岡木玄冶……家傳預藥集

　岡本一抱子 ……藥性記 辨解　　
1

　田 中三朴 ……増補藥性能毒

　久米 田仙庵 …・煮 藥指 南

等の 數種に 過 ぎない ．　 ’　　 、　　　 ．

　　　　　　 2．古方家 の 藥學 　　　　　　　　　　r ・

　上 述せ しが如 く，徳 川前期に 於て は後世家の
・

醫學が全盛 を極 め たが ， 次第 に そ の 諱は荒唐無

（呂り
ら ノ

つ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藥　用　稙　物　　と　生 藥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（35）

　　繖 卿 ・ 甚 しき鯣 の 灘 の み で 一切 を治療 　辨 じ そ の 久漿 打破せ ん と しfeee は ・ 斯學

　　　する所謂易醫 さ え生す る に 至 つ た．此 の 風潮を　 g 逾展上 特記 す べ きで あ つ て ，店 方家藥読 の 方

　　　排 し， 厭謂古方家なる もの が 生 じた．此 の 読は 　 肉は之 に よ つ て定 め られ たの で 幽る．之に つ ぎ

　　　名古屋玄醫 後藤知 に よつ て 提唱 され ， 寛保 　 吉釜 贐 力藻 徴を催 に 及 び ・ 古方家の 藥學は ・

　　 延 享の 間 （1741年 〜 1747年）吉釜東桐 に よ つ 　　完全 に 中 國的藥學 の 艾配を蛻 し ， 日、本的な もの

　　 、て 大成 され，逾 に 後世 家を壓倒し，天下 をぎ酉已　　と して 大成された．

　　　した．而 して 寛政 年間 （1789年一
）多紀氏が 所 　　　師ち東洞 は明和 8 年 （ユ771）年に，彼 が聖典

　　　謂折衷派 を確立 する まで ， そ の勢 力を保 つ た．　　 とす る傷寒論   金匱要 略所載の 藥品に して ， 自

　　　帥ち徳川中期の 醫読は砦此 の 派に 支配 された と　　ち試み て 實用 に 適す る もの 53 種 を選出 して 藥

　　　言い 得 る の で あ る．　　　 ．　　　　　　　
1

徴 を作 つ た．此 の 書は，各藥品に つ き， 第
一

に

　　　　此 の 古方家 の 主張 は金元 を排 して 漢唐の 醫經 　　「主治」を論 じ， 次に 「考徴」邸ち之 を適 用す べ
、

　　 夜 潮 り， 特に漢の 張仲景の 傷寒論金匱要略を聖　 遼 證候 を明白に し． 次 に 「互 考」 を置 きて ， 傷
’

　 　 　 　 　 ；　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　’　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 り

　　　典 と ま で 崇め ， 金元 の 陰陽五行 五 邏六 i氣を邪設 　　寒論に徴 すべ ．
き方 の ない もの を，

’
參互 して考 え　

e

　　　と して 排斥 し， 飽 くま で 實驗親試を重んす る實 　 て そ の 義を明か に し， 次 に 「辨誤」に よつ て
，

　　　證主義的 な もの で あつ た．庇の 読 は ， 金元 よ り ・
古今藥效 の 誤を訂正 し，次 に 「品考」を論 じて，

　　　窓舊 い 漢唐を尊豪 し洳か ら， 後世家に對して 古　　藥材の 良否員僞を定 め た．此 の書は東洞自らの

　　　方 家と鰹 れ る の で ある． ・　
・
　 　 　 體驗 腿 と レ a く漢 の 張仲景を瓣嗹 楠 した

　　　　斯 くセ）如 く， 古方家 の 窃読が革新的で あ り，

』
　 もの で ， その 論読は痛切に して ，完全 に後 世家 、

　　　難 的で ある以上，その 藥學 跡 鞠 的で あ b 　 の 蘗靴 撫 して ， 古方家喋 髄 樹立 したも
　　　實證的 で あ つ て

， 前期の 後世 家 の 陋暫 を打破し　　の で ある．

　　　て 面 目を一瓢 し ， 中國藥學か ら胆脚 して ， 日本
幽’
　 特 に 此 の 書 に 於て 注意す べ き こ と臨 從來 の

　　　漢 方藥學 を樹立 した そ の 柴 驅をな した もの は，　 藥學で は，一欒 には釁種の藥效が あ る とされ で

　　　後藤艮 山の 門人香川修庵で あ る．・　
’
　 、　　　 い たが ， 此 の 書で は

一藻 の 效能はただ一つ で あ ；

　　　　修庵 は艮 画の 出藍の 譽 あ る門入で あ つ て ダ 自　　．る と論 じ，一所謂 一 環 ヴ 飩醗 を主張 した こ とで あ

　　　 ら儒醫
一本論を唱え ，

一本堂行餘醫言 を作 つ た　　 る．皀Pち一 藥 に 多能が あるが如 くに 見え る の は ，

　　　有 力な古方家で ある．彼 は享保年間（ユ716年一）　　 それ は皆 厂方」 の 功 で あつ て ， 藥の 能て はな い
’

　　　一本堂薬選 を作 つ た．此 の 書嫁 祕農本草 ， 名醫　　とす る もの で あ る．
剛
凍洞 は黶掣 に 於 て は， 厂萬　

’

　　　別録及 び 唐宋元 明の 諸本草書記載 の 蓉の の 恥か 　　病一毒論」 を主張 し，蘗學 に於 て は 「一藥一能

　　　
1

ら，實際に 施用 して 效驗 あ る もの ，及 び 自ら實　　読」を述 べ て 之に廻應せ しめたの で あ る ．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 A

　　　驗 して 效能 ある もの 365種奪撰 び掛 し， そ の 試　　．1東洞の 子 南涯は ， 醫犁 に於て は父 の 「萬病一

　　　效 （主治） 撰修 （製齦 蝋 定） を攤 レ ・
鋒

冖
騨 」の 攤 ぎを繃 して 「勲 冰謝 を職

　　　世家の 遒奉 する氣味の 設 ， 陳新の論 を排斥 し， ご たご從 っ て 環學 に於 て も之 に爨應し て
， 氣藥 ，

　　　網畏 ， 相悪，相 反 は偶然 に 起 る現象に し丁決定 　 唾 藥 ， 冰粟 の 存在 を認め て
， 粲血 冰藥徴を作 つ

　　　的な読 に非 ざる に よつ て 拘泥 す べ か らす とな し ，　 た．之 は東洞 の 藻黴を系統的 に した功は あ るが ，

　　　又 後世家が 最 も重要 靦す る 引經報使 の 原即， ．升   「詳簗一能醗」は却っ セ沒却され セしま つ た．

　　・降浮沈陰陽 の 理 論をぼ根 も葉 もなき察 論で
灸る　　　欺 くて古方家藥學 tt修庵 ，，東洞 ， 南涯等に よ

　　　と斷 じた・邸ち彼 は飽 くま で 實證的な態度を持　　つ て 確立 され ， 古方醫學の 隆盛 と共 に ， そ の 藥

　　　
』
し・麟 に蝉 旨の 軽 もの の 纏 採 肌 たが 爲 ． 學觴 寒講 鷹 載さ魑 驪 古轢 品の 研 究

　　　に 1 そ の 藥品は僅かに 365 種に 過 ぎなか つ たド 　　に そ の 中心 を置 くよ うに なつ た ．此 の派最後の

　　　以 て 如何 va彼が實證主義的で あ つ たカ・が 知 らne 　 代 表作 と見 られ る もの va、，内藤蕉園の 古方薬品

　　　る．　　　　　　　　 ド　　　　　　　　　 考が あ る．此 の 書は天保 12 年 （1841 年） の 作
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 り

　　　　峨 賂 が 如 く・ 修庵 の 靆 が後 矇 の 非 を t
’t
で ， 讎 金匱礫 品 220餘醗 飯参， そ の難 ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （鋸 1　　　
’
　 、

ド　 　 　 　 　 　 　
“
　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ’　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 し

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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藥功 を辨明し ， 主婆藥品に は鬪を加えた もの で ，

その記遞 は正 確に しで整頓せ る もの と言われ で

v ・ る．

　 之 を要 す る に ， 古方家 の 藥學 は ，

’
後世家 の 遒

’
奉す る本草綱 目的藥學

’
を ， 實證主義的 態度に よ

つ て 打破 し，日本獨自の 古方藥 學を樹立 した も

めで ，優秀 な著邇 も少 くは な い ．今 そ の 代 表的

なもの を擧げ る に 次 の 如 きで あ る．

　 香 川修庵 ……一本堂藥選
i

　 戸田旭山……非藥選

　 松岡恕庵 ……用藥碩 知
’
千金方藥註’

r
’

　 吉釜東洞
……藥徴

　 吉釜南涯 ……氣血水藥徴

　　村井琴山 ……藥徴績編　類聚方議

　　内藤蕉園 ∵
…古方藥 品考

　　　　　　　 3， 折 衷 家 の 藥學

　　古 方醫學は後 11嫁 の 僻見謬読を排 斥 し， 實證

圭義 を旨 とし て 一新 生命を拓 き一世 に行 われた

　の で あ るが ， 東洞 以後そ の読は釜タ武斷 に流 れ，

　そ ゐ弊言 う に たえ ざ る もの が あ つ た．此 所に 於

て 儲 Φ論を悪 み ， 職 を折衷 して 傭 の 途 を

求 む る もの が次 第 に多 くな つ た．望 月meP7・山

　匪圖甫 ・輻井楓亭 な どが そ の 優 な る もの で あ る ，

此の 風潮は 途 に 寛政 の 間 （1789 年
一

） 多紀元

徳，元簡 元胤 元 佶等 の 多紀 氏 の 人 々 に よつ

・て 大 成 された．此 の 人 安 た ちは，儒學の 考證學

’

の 方法 を醫書に應 用 し，羣 籍を考證iし，衆読 を

　折衷 して・一一是 に鯑納せ ん と した．故 に 考證家叉

　は折衷 家と 呼ばれ る，此 の 派は 次第 に 古方家を

　壓して 行われ，當蒔隆盛に 向い つ つ あ つ た蘭醫

　方 と拮抗 じて 降 らす ， 徳川時代 を絡 る まで もそ

　 の勢力を保持 した．

　　之 を要 する に ， 此 の 折衷家 の 目的 とす る所は
：

　衆読 を折衷 して 中庸の 途 を得 る に在 つ た爲 ．そ ・

　の 方法は主 として文獻學的 な考證 を用 い た．”そ

　の結果 ， 亂雜な醫書は整理 され たが ・實際の 臨

　床か ら籬れて しま つ た，此の 點古方家に 惑ぜ ら
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 J

　
」
kzる迫 力を感 し得ない ．　

・
　

t／

　　從つ て 折衷家の 藥學 も， そ の 殆ん ど全部が 文

　獻學的老證 に終始 し，古方家 i簗學に 見 られ る が

．9pi，

：

創意卓見 は勦 蚊 もなib・止ヒの 派の 代

　表作 と見 る
・t　

，a　esの は ，移 紀元堅の藥臟 義 で

第 ユ〜2 ．號 ・・

ある．此 の 書は天保 10年 （1839 年）の 作で ，

諸劑概略 方劑藥 性氣味，製藥 ， 服藥法等 の諸

項 に つ き，古今の 諸家を折衷 し ， 系統的 に記述

し て い る．此 δ書に は見 る べ き創見は ない が ，

漢方藥學 は とれ に よつ て 文獻 學的 に整理 大成 さ

れた と言 い 得る 評 此 の 派に 屬すう代 表的 な竜 の

に は次の もの が あ る．

　多紀元簡
……藥性提要　藥雅

　山本高 明・・… 訂補藥性提要

　r多紀元 堅……藥治通義

　華岡青洲
……

藥方 ロ 訣

　此所 に一寸附言 したい の は ， 、徳川後期に は蘭 一

方醫藥黝 湘 當盛ん に な っ て し・た 此の 蘭方醫

藥學 が 漢方醫藥學 に 如 何 なる影響 を與 え た か と

言 う問題 で あ る．蘭方 が 盛ん に なる に つ れ ， 之

を漢方 に 折衷せ ん とす る 人ダが あ つ た．山驂東

洋 ， 永 富獨嘯庵等が そ の 代 表的 な人 で あ る ．、然

しそ の 折衷 工 作は失敗に 鯑 した，蓋 し漢方は全

體的思 索的 を木質 とし ， 蘭方娃分析的實證的を

木質とする．此の 本質の 相異 は當時 の研究方法

を以て して は打開し得 なか つ 鳩 と思 わμる・

從 つ て 蘭方闢 吩 的 に は漢方 畢磯 響を與えた ¢

とは否定 し得な い が ， 漢方に 本質的 な影響は興

え得 なか つ た．皀卩ち徳 JT畤 代 を繆 る ま で
， 漢市

と蘭方 とは羯立關係 に 置かれ，明治 に 入 つ て漢 、

方 は 敗 退 した，　．　　　 ；　 ts

　　　　　第 2i章　博物學的本草學
・

　博物學 の 色彩の 濃い 所謂博物學的本草學はそ

の性質上 そ の 時の醫峯読 の 支配 を受 け る ζ とが

・
少 く，

1
比 較的 自由に 獨 自の 發展過程を た どつ

た．今はそ の 發展段階 に よ り， 本 草綱 目時代 ・

t

日本本 草灘 時代 禰 本草折衷時代 に分 け て

述 べ る之 とに する。

　．．、　　　 1．本草綱 目跨代
　 　 　 ず

　本草綱 目時代 とは 大體 に 於 て ，徳川 の 初期か

ら頁原釜 軒黍大和本草 を作つ た實永 1  年（1709

年）頃 まで を指 すの で あ つ て ，そ の本草學界 は

’

全 く本草綱 目の 支配下 に在つ た時代 であ る，

　 徳川時代 以前 の 本草學 は殆ん ど藥學的本草畢
t

飾 つ た．穗川 時代に入 妖 下 は粁
・
となる と

共に ，

・
本草研究 も次第 に昂るi氣蓮 にあつ た．．丁

（ 3の 1
ρ
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二
檠 ．用 樵 物 ど 生 ：藥

題

　　．度些の 時淋 遘春が慶長 11 年 q601年）長崎

　　 に 於て 明の李時珍 の 本草綱 目を入 手 し， 之 を駿

　　府に 獻 じた．本草綱 目は 中國の 本草學 を集大成

　　 した．と言われ る大著で あ る．此 の書 は い た く我

　
9

鉢 草學界 を轍 し ， 本瀞研究 は
一

大飛躍 を し

　　た。邸 ち此 の 本草綱 罠は數 囘 に 渉 つ て 黼刻 され ，

　　父寛永 15年 （1638年ブに は 江 戸に 2 ケ所の 藥

　　園が 作 られ る 等は そ の 一斑 に過 ぎない 。然 し そ

　　の 本草學の 程 度は餘 り高 ．〈は な く， 殆ん ど本草
・

　　綱 目 の 研究砠 述に 終始 した．例 えば稻生若水 は

　　「庶物類築編韓始宋」 に ，
’
「本草綱 目階來 串候以

　　後は後の 人皆此 の 書の 外に惟れ喉 纂は無 之と心

　
’・得換」窒盲 つ て お るが如 きは此 の 間の 事惰 韋脚

　 ．語 る もの で あ る．叉事實 ， 此 の 睹代 の 代表作と ．

　　思われ る諸書に就 い 七見 る に ， 例え ば林道春の

　　多識篇 が本草綱 目の 拔粹で あ るが如 く，本草綱

　　目δ研究組 述布衍 に過 ぎす ， 全 く本 草綱 目の 支

　 酒已下 に 在 つ だ．此 の 時代 の 主 な作に ぼ次 の 如．き

　　．もの が ある．　 　
・
　

’

　　　林邁春 ・・一 多識篇　
’

　　　中村揚齋・…・・訓蒙鬮彙

　　　癰井 白石 ……束雅，詩經名物圖

　　 ．貝原釜 軒 ……日本釋名

　 ・ 寺島良竃
……和漢三 才鬪會　　　　　　．  

　　　向井 尤升……庖厨備要 大和本草

　　 不 野 必 大……本朝韋鑑

　　　・、　　　 ・2． 日本本草樹立 時代

　　　日本本草樹立時代 とは 貝原 釜韓 の 大和本草 を

　　俸つ だ寶永 10 年 （1709 ）年 よ b小野蘭 山 の 本

　　草綱 同啓蒙の 成 つ た享保
亀
3 年 （18 3 年） に klる ，

t 、 約 ユ09 年闇を指 す の で あ つ て
， 此 の 侍代 は本 聡

1

　　綱 目の 支配か ら漸 く・睨 し，日本本 草學 が 樹 立 さ

　 ・れた時代 で あ る．　　
・
　　 　　 　　 　 ，

　　　そ もそ も中 國に 於 て は本 章墨は 非常 に 早 くが
噛

　　ら發達 したが ）

’
そ の 後繼者等はただ 前書の 踏襲

　　に 是れ つ と め ，ただ ほん の 僅か ば か 夢の 自己セ）・

　 調査 觀察を加 え た に遯 ぎな い ．．こ の 事は經 吏證

　 類 本草を見れば，容易 に 理 解 され る所で あ る．

　．皀口ち後 1蛋に於 け る 巾図 の 奉犇畢は ，極 言すれ ば ．

　 文獄整勸 に 編 糶 れ掴 草 畢で あ b，思 素し

　 て 作られた   學畢で あ つ て ， 觀察 され、體蝨さ

　
『
れ ，調 査 され た 本草學 で は な い ，從 つ て その 記

（37）

己 猷 綴 謬移 く瀦 に緯 敵 は ・ 架室 の も

　 の さえ書 れて い る．小 野蘭山 ， 稻 生若水 が 明か

　 に 指摘 して お るが如 く， 斯 る誤i謬は本草綱 目 に

　・岑甚 しい の で ある．我國の 本草研究家 は ， 本草

　綱 爵研究の 進歩 と共 に ，此の 弊に氣付 き．之 に 、

　 飽 き足 らす と し ， よ り實證 的な精確 な もの を求

　 め る よ うに なつ た．期 るi氣邏 の 先驅者ぱ貝猿釜

　 軒 で あ る．

　　．釜軒は非常 な博學 と熱意 を以て ， 當時の 親知

　．識で あ つ た本草綱 目を研究 し ， 夙 に
．
本草綱 目を

　狡訂複刻 し ， 又 本草綱 目和名 耳録等を謝 乍．した．

　 本草綱 目・に對 する知識 の 増加 と共 に ， 實證i的 な

　彼 は本草網 月の 據 る3（足 らざる を知 如ジ 途 に寶

　
1
永 10 年 （1709 年） に ， 80歳の 老齡を以て 大和

　本草 16 卷を作 つ た．
』
此 の 書はド彼が 和漢を封

　 無 して親 し く物産を研究 し，自ら調査…觀察を加

　えた もの 五362 極を選び，之 を彼獨特の 拶顰法

　 に よつ て 分類 した の で あ る．特 に 注意 す べ きは ，

　 此 の 1362 種 の 内 ， 458 種 は 日本 個有め もの と

「

　 して ，漢 名を附 せ すに 和名の み を附 して い る。

　 此 は彼の 識見 を窺 うに 足 る もの で あ る．斯 くの
’

　 如 く此 の 大和本草は全 く本 草綱 目 の 支 配 を臉 し

　た劃期的 な述作で あつ て ， 日本本草學の 基礎は

　 ζ こ に 開拓 され孝ので ある

　　此 の 大和 本草に次 ぎ，．日本本草學の基礎肆確
「
立 した もの は，稻生若水の 庶物類纂 1000 卷で

　 あ る．　　　　 ．　　　　　　 、 tt

　　 鷲水 は早 くか ら本革學に志 し ， 博 く書 を讃む

　 と 共 に 貴地 に 調 査する こ と を冒と、した．元祿 7

　＿年 （1694 年）　40歳 〔わ時， 藩三kヵ昌賀 4）請口亅松雲公

　 に 上書 し鴪

　　 r本草を蠻地 に 精査 した もの は 自分 1 人 で あ

　
1 ・ると信す る．今後更 に研究 を進 め 不朽 の 重寶

　　 とな る著述 を した い ．且 つ 自分 の 研究が 完成

　　 した な らば，中國か ら夥 しい 藥材を輸入 し な ，

　　 くど もずむ ど思 う． 膚分 は 生來靂錫で 長命は

　　 鏨み得な い ． 自己の此 の 硯究を死 と共 に 朽ち

　　 させ るは殘念 で あ る 」

　と言 い ， 研 究成果を著違す る こ と を請 うた ．松

　雲公 もそ の 意氣を嘉 し ， 著 昨の 完戎を命 じた．
←

　若水 は 1000 卷 の 尺著を1乍る豫 遣で ，研究 を進

・
めた が ， 262 卷 を 完成 しただけ で ， 正徳 5

』
年

・
（ 37 ）
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（1715 年） に 多 くの 草稿を殘 して 沒 して しま つ

層
た．松 雲公は そ の 門人 に 遺稿 の 整理 嶮補 をな さ

しめたが，．松 雲 公 も亦數年たして 沒 し ， そ の 事

業 は
一時中絶 した ．八代 將軍徳川吉宗は之 を惜

み ， 享保 19 年 （1734 年）に若水 の 子新助 ， 門

入丹羽正伯等 に 之 が 完成を命 じ， 遒 に 元文 3年

（1738年）若水 の 歿 後 30 年 に して 遺稿 638卷が

完成 し ， 合 して 1000卷 とな つ た．此 の 書 が有

名 な庶物類纂で ， 内に は 2723種 を載せ ， 之 を

23屬に分類 し て あ る．實に 本邦本草卑の 最 も浩

澣 な もの で みる一t

　 上 述せ し所 に よ つ て 明か な る が 如 く，若水 は

全 く本草綱 目の 束縛か ら睨 し ， 親 し く實地 に調

査 觀察し，實證的態度 を以 て微 に 入 り細 を穿 つ

て 此の 書を作つ たの で あ る，此 の書 に よ り日本

本草學の基礎は 確固不動の もの となつ た．

　 斯 くの 如 く，釜軒，若水 2 人 の 偉大 な努力に
　 　 　 の

　よ つ て i 具體的 に 日本本草學 の 基礎 は確立 され ・

た が ， 此 の 偉大 な功業 の 裏に 在 る時代風潮 を忘 ．

れ て は ならぬ ．彼等は む しろそ の 時代 風潮 の 具

現者 と も言 うの が 適當で あ ろ う．試み に ， 白井

光太郎博士 の 厂日本博物學年表」を見る に ， 如

何 に多 くの 有名無 名 の 本草家が 活躍 して V ・たか

が知 られ る． 次 に そ の 重 な
．
2， 3 の 人 を擧げ る

　 こ と に す る ．

　　先歩第
一 t（i擧 ぐべ きは阿部將翁で あ る．．（慶

安 3年生 〜 寶潜 3年卒 …1650 年〜1753 年）將翁

　は清國幅建 に漂流 し，留 る こ と 18 年，本草學

　を修得 し て 歸朝 した 人 で ， 薄識の 譽が高 く， 種

　々 の 方面 に 貢獻 す る所 が多か つ た．叉 そ の 門人
「

　田村藍水 も有名で
， 幕府醫學館 の 初代本草學教

　授 に 擧げ られ，「琉球 産物志」等 の 名著が あ る，

　叉 こ の 藍水の 門 人に は有名 な甼 賀源 内が ある．

　　 54−一方若 水 の 門 下 に は多 くの 俊才 が 輩 出 した．

　特 に 本草一家言の 作者松岡恕庵，庶物類纂 の 完

　成者丹 羽 正伯，和 蘭本 草和 解の 野 呂元 丈等が そ

　 の優 なる もの で ある．

　　又此の 外 に 本草家と して 活躍 した 人 に は後藤

　 梨春が ある．此 の 人に は本草綱 目會讀薹等 の 多

　べの 著泌 があ り， 又採藥使 と し ， 藥園經營者 と

　 し て 活躍 した植村左平次 が あ る．此等 の 人 々 は

　 或は時 を同 じ くし， 或は相 つ い で 活躍 し， 日本

　 　 　 　 　 　 　 t　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 タ

本草學の水準 を高 めた の で ある．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ／

　此 の 外 ， 此 の 當時 の 時代風潮 を最 も有 力に 物

語 る もの に ，所謂物産會が あ る．物産會は藥品

會 と も稱せ られ ， 多 くの 本草家が 全國を跋渉し

て 蒐輯 した標本を持ち よつ て 開 く陳列會の ごと
　 　 　 　 　 　 　 　 　 Sl

で ある， こ の t とは，そ の 當時如何 に 本草學が

普及 し ， 如 何 に 塞疎 を排 し て 實證的 で あつ なか

を如實 に 示 す もの で あ る．此 の 物産會 は 田村藍

水が寶暦 7 年（1757年）に江戸湯島で 開い た の

が初 め で あ り，そ の 後徳川の 世 を絡 る ま で ， 各

地 で 數多 く開か 9’Lfe，特 に李賀源 内は ， 寶暦 9

年 10 年の 2 囘に 渉つ て 湯 島で 物産會 を主宰 し，

そ の 展覽 目録に解論 を加え ， 物類品隲 を作 つ た ．

之は物産會解読書の は じ め を なす もめで 有名な

書で あ る．

　 斯 くの如 く， 釜軒，若水 な らび に之 に つ づ く

多 くの 俊 才 を得 ， 之 に 加 ふ る に後 に 述 べ る が 如

く，蘭學 の 影響 に よつ て ，よ b科學的に ， よ り

正確精密 と なつ た 日本本草學は ， 順風 に 帆を擧

げるが如 く， 途 に享和 3 年 （18  3 年）小野蘭

山が 本草綱 目啓蒙 を完成する に 至 り立 派な實を

結 び， 日本本草學は 大成 され た ．

　 小野蘭 山は松岡恕庵の 門に 入 つ て 夲草 學を修

あ， 恕 庵の 歿後 は獨學で 早 くか ら
一家 をな した

人 で あ る．蘭 山 の
一生は本草 の 採集 ， 讀書， 著

述 に 経始 し，特 に寛政 12年 （1800 年） に は老

齡 72・の 身を以 て ・， 甲 ，駿 ， 濃 ， 信 ，
、勢 ， 紀

等 の 諸 州に 採藥族 行を行 い
， そ の 翌年には 富士

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 t

」
の 六 合 目で 植 物採 集を行 り て い る．此 に よ つ て

　も， 蘭 山の 本草學 へ の 熱情の
一端 を知 り得 る．

斯 くの 如 き彼の 70 年間の本草學の 造詣 を傾け

　て作 られたの 溶 ， 此の 本草綱 目啓蒙で ，彼一
生

の 結晶と も稱 す べ き もの であ るt■此 の 書 に は，

　凡 そ 1882 種 の 本草 を載せ ，そ の 各 々 に つ き ，

　歴代諸書の 記載 する漢名 ， 和 名，諸州 の 方言，

　朋毛 ， 鱗介 ， 根莖，花葉 の 形 色 ， 産地 の 異同等

　に 至 る ま で を條陳し，そ の 疑義 を 明か に し ， 誤

　謬 を正 し
V

：
博引傍證 ， 誠に 目本本草學を集大成

した もの で あ る．

　以上 を要す る に ，此 の 時代 に 於 て は ，本草學

は 異常 に進歩普 及 し， 完全 頓 申國の 支配を腕 し ，

日本的 な本草學は樹立 された．從 つ て ， 優秀 な
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9 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ’　む

・
藥 用 櫓 伽 と 生藥

　　　　著述 も數多くあるが ， 次に その 2， 3 を擧げる

　　　　 こ と に する．

　　　　　貝原 釜軒 ……大和 本草 ・
　 　 り　　 　　　　 　　　　 　　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　

　
　　　

’
稻生若水

……庶物類纂　食物傳信録　物産 目
・

　　　
・
　　　 ・　 録　 ．　　

’

　　　　　阿部將翕……
鼻言本草　採藥使認

　　　　 松岡恕庵……本草
一篆言　食療 IE要　怡顔齋．

　　　　　　　　　　 十品考

　　　　　野呂尢丈
……和蘭本草和解

　　　　　田 村藍水 ……琉球 物産志

　　　　 干賀源 内……物類 晶隲

　　　　 後藤梨春 …∴ ・本草綱 目補物 品 目録　本草綱 目

　　　　　　
層
　 　　　 會讀蛬 一

’
　

／附 蘭 山
… ’

本草綱 目鱇 彳芭魚 呑和棹

　　　　　　　　　　 會議 　通 史昆虫草木略 蘭 山十　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　 品考

　　　　　　　　　　 3．和蘭折衷時代

　　　　 和蘭折衷 時代 とは大 體 に於η小野蘭 山の 本 草　　　　　　　　　　　　　　

　　　 綱 臼啓蒙が完球した享和 3 年 （1803 年）か ら

　　　 徳川 の 世 を絡 る まで で ，

’
H 本本草學 と和 蘭臨物

　　　 學 と が 互 に 刺戟 し合 い 折衷 へ と 進ん だ時代 で あ 1

　　。　
・る・　　　 ’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．’

　　　　 蘭方 博物學が 我 囲の 本草學 と關係を もち は じ

　　　 めた の は ， 此 の 時代 に 創つ た譯で は ない ．元祿 ．3
』

　　　 年（1690 年）に は ドイ ツ 人 ENGI・］LBE 　RT 　KiL　i，；MPII・ER 　tt

　　　 が長崎 に留る こ と 2 年に し， 我國 の 動植勃を研

，　　
’
究し，安永 5 、年 （1776・年） に は ，

ス 』： 冖デ ン

　　　 人 K ・XRL 　P ・：TER 　THUNBERG が 來朝 し； 長崎
Lt
（i

　 ・　 2 年滯 在 し，刃 o既 仰 o ，己伽 の 名著 が あ り， nt　
’

　　　 に 叉 少 し遲れ て ， ドイ ツ 人 PHgnp 　 S 正EBoLD が

　　　 T5ζ政 6 年 （1823 年）．に 長崎 に 來朝 し ， 留 る こ
じ

　　　 と 7 年 に して ，日本 の 動植物を研究 して 燕 襯 雌 1

　　　・砌 丿o’脇 及 び 勘 厂α 」  塀 編 を作っ た， 此等

　　　¢『人は直接問接 に 我 が 本草家を指導 し，多 ≦の

、ト 影 響 を與 えた．帥 ち我 國 に 於け る蘭學 の 隆盛 と ，

（ag）
』

　　外 人 の 來朝に よつ て ，我が 本草學は新 しき知識

　 ，と刺戟 とを受けた．例 えば若 水 の 門人野 呂元丈

　 の 和蘭本草和解 及び大槻 元澤の 蘭腕摘芳 の 如 き

　 ・は そ の 先 驅を なす もあ で あ る．そ の 後，・宇 田 Jil

　　榕庵が天保 4 年 （1833 年） に植物啓源 を作る

　　に 及 び ， 科學的 な西洋植物學は完金 に 我國に 紹

　　介 され，爲に 我 本草學界は大轉向を行 つ た．

　　　今 そ の 轉向に 就 い て 考 え る に ， 二 つ の 方向が

　　ある．そ の 一は蘭學の 方法 を應用 して ，

齟
日本本

　 草學を完成せ んどする もの で あ り， そ の 二 は ，

　　日本本草學を材料 と し， 之 を蘭方 の 方法 に よ つ

　　て 再編せ ん とす る もの で あ る．皀卩ち前者 は 日

『
本

　 本草學の 色彩が濃 く， 後者は蘭方博物卑の 色彩

　 の 濃 い もの で あ る． 日本本草學 の 色彩の 濃い も

．の の 代表作た は，山本亡羊 の 格致類篇，曾占春

　 の 成形 圓論，
’
屋代 弘賢の古 今要寛考等が 擧げら

　 れ ， 蘭方 博物學 の 色彩の 濃 い もの に は ， 飯沼 慾

　 齋の 草木 圖読 ， ．伊藤錦篥め泰西本草名疏等が 擧
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

　 げ られ る．漢方醫藥學 と蘭方醫薬學 との 折衷 は

　 失敗 に絡 つ たが ， 日本本草學 と蘭 方博物學 とあ

　 折 衷は成功 し，夫 々 の 方向 に 發展 し，
1
見 る べ き

．

　 成果 を擧げ ， 今 日 に まで 及 ん で い る ．

　　 此 所 に 注意すべ きは ， 此の 時代 の 折衷 學 は 日

　 本蝉 駒 色彩   濃 き もの と ・ 和黼 物學 P色

．
彩 の 多 き もの と の 別は あ るカr・そ の f肱 も全 く

’
藥學 の 支 配か ら睨 し， 藥學の 爲 の 學では な く，

　 植物 の 爲 の 植物學 ， 生物の 爲φ生物學 とな つ て

　 しまつ k こ と で ある．從 つ て 私は序読 に 於 て 詳

誰 した如 く・ 此 の 折衷學は既 に 本草 學で は な く，

’

　博騨 と成 り辮 せ た もの 飾 る・・本稿は 藥學

　 を 目的 と する本草學を述 べ る に 限 つ た．故 に此

の撒 學は後 日黻 する 厂御 闃 辷の 「物 劉
　 に譲つ て 詳読 する t と に す る．
　　　　　　　　　　　　チ
　　　　　　　　 （武 N 研 究 所丿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ

一
昭和 23 年 12月 19 日武田藥 工 研罕所 に 於 ける生藥畢會 の 講廣婁旨 一一
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N 工工
一Eleotronio 　Library 　


